
 

 

 

 

 

 

４月７日は世界保健デー 
2023年テーマは 「Health for all 」 （すべての人に健康を！） 

ちゃんと接種してますか？定期ワクチン 
 

生後２ヶ月で開始される子どものワクチン接種。 

しかし、コロナ禍では３歳以上の予防接種率が低下しています。 

例えば、麻しん・風しん（ＭＲ）や日本脳炎２期の接種本数は、ここ数年間の同月と 

比べて明らかに減少しています。 

副反応に対する不安や、「自然に病気にかかって免疫をつけさせた方がいい」という 

考えから、あえて接種させない保護者の方もいるようです。確かに、自然感染でも 

免疫ができることも多いのですが、合併症が起こるリスクを考慮すると、ワクチンで 

予防できる病気はワクチンで防ぐことが基本。予防接種のタイミングは、感染症に 

かかりやすい年齢などをもとに決められているため、指定された期間内に受ける 

ことが非常に大切です。 

 

定期ワクチンが担うもの 
予防接種は、子どもが病気にかかることを防ぐと同時に、病気を他の人に感染させて 

しまい、社会に蔓延させるのを防ぐことも期待されています。 

自分の子どものためだけではなく、みんなのためにも。ワクチンの社会的意義も理解 

したうえ、ぜひ接種をお考えください 
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